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　近年悪性腫瘍殊に癌腫の増加は我國のみならす
世界的傾向であって，ごれが対策は今日の重要な
問題となってきた。癌腫対策に対して先ず最初に
なすべきことは統計的襯察によって年代による癌
患者数の消長とその発生部位の異同を知ることで
あろう。我國においてぱ昭和8年に故長與敏授が
癌統計を発表されたのみで，その後杢國的調査は
行われてV・ない現欺である。この時にあたり，本
年9月ワシントンで開催される國際地理病理学会
に癌統計が課題となった。我國では武田・瀬木両
教授が臨床及び剖槍材料よりそれぞれ統計的観察
を行うことになり，その資料の提出を依頼された。
これを機会に：われわれも最近5年欄本学で取扱つ
た材料について検討し，この方面の研究の一助に
資せんとするものである。
　　　　　　　　研究材料
　本学病理学教室（女子医專時代を含む）における浦5年
間（1948年9，月～53年8，月）の総剖検屍体497例中悪性月重
瘍143例及び3筒年間（1950年6刀～53年8刀）の病的検
査材料の中悪性腫瘍と診断された工86例を資料とした。こ
れ等剖槍材料の：大部分は本学附属病院の各科より逡られ，
内科36％，次いで他病院28％が多い。これに反して癌手
術の機会の多い外科は7％，婦人科は4％で比較的少ない。
しかし病的槍査材料の動勢数は外科で嫌人科は3例で意夕ト
に少ないのは嫌人科教室で槍査材料を処理しているためで
ある。このように材料の出所が偏しているので，数値に対
する列断はこのことを念頭に胸いてされねばならない。
　　　　　　　研究成績及び考案
　1）腫瘍一般について：総剖槍数497例巾悪性腫瘍例
143例（28．3％）で，この中癌腫は10g例（21．9％）で，その
他は第1表に示す如くであるpこれを諸家の統計と比較す
ると第2表の如くで，年代の推移と共に増加の傾向を示し，
われわれの統計数値は第2位にある。性別に見ると男性は
女性より多く（第1表），年齢的関係は第3表に示す如く50
代，60代，40代の順位である。これを性別に見ると男性は
50代，60代，40代，女性は50代，40代，60代の順であ
る。かくの如く悪性腫瘍の発生が高年者に多いのは癌腫が
この中核を占めるためであり，また年齢的に女性にやや早
いのは女子性器癌が40代の刀経閉止期に多いためと思わ
れる。
　2）癌腫と原発臓器癌：　各原発臓器の癌腫の頻度は第．
4表に示す如く，剖検材料では胃癌3S、5％で最も多く，肺
癌は14．7％で2位，次いで子宮，膵，肝癌の順序である。
性別に見ると男性では胃，肺，肝，膵，前立腺癌の順で，
女性では子宮，胃，肺，胆嚢癌の順である。このうち肺癌
の進畠が特に注目される。病的楡査材料では胃，乳腺，大
腸，上顎，子宮，舌癌の順序で前述の剖槍例と全く様相を
ac本研究の要旨は昭和28年11刀開催された第31回北海道医学会秋期大会で発表した。
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　第1表　悪性腫擾の例数及び性別
札幌医誌1954
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第2表　癌腫：の剖槍数に対する比傘
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第3表　悪性腫瘍の年齢分布
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　第4表　原発臓器別の癌の頻度
361
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第5表　各報告における原発臓器癌の頻度及び順位（％は全字数に対する比率）
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第6表　各原発癌の年齢群に対する分布（闇汁例）
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第7表　　胃癌の組織学的分類と問質との関係（剖楡例）
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第8表　胃癌の組織学的分類と心移との関係
A＞　近接部への韓移
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異にし，殊に剖検例で極めて少ない乳腺，大腸，上顎，舌
及び皮膚癌の多い点は興味が多い。これ等；の部位の溝は早
期に診断され手術的に別出され易く從って剖楡の機会が少
ないものと考えられる。
　3）胃癌：　胃癌は遡槍例癌の38．5％で最も多く，男性
では44．9％で第1位，女性では27．5％で子宮癌について
第2位である（第4表）。年齢的関係は50代が最も多い〔第
6表）。占居部位は小轡側の幽門郡に多いことは諸家の統計
と一致する。肉眼的形態は潰瘍性軟性癌17，硬性癌U，息
肉状乳頭癌3，膠檬癌1，その他混合型2で，組織学的には
軍純癌21，腺癌17，両者の湿合型2である。
　次に胃癌組織像と韓移との関係を今井教授のC．　P．　L分
類法に從って検討を加えた。この基準は炎症性細胞反撃や
結合繊の増殖の張いものをC型（硬化型），長病集周辺問質
に結合織の増殖を認めずまた炎症性系皿胞反癒が軽微か，ま
たは全く欠如せるもののうちで既存の組織間隙内に癌細胞
の浸潤発育して行くものをP型（進行型），1比較的太い淋巴
管内に癌細胞集團の侵入せるものをL型（リンパ得内蔓延
型）と分けた。先ず胃癌の腺癌，軍純癌とC．P．L．分類法
との関係は第7表の如く有意の差が認められない。次に腺
癌，輩純癌と縛移との関係は第8表に示すように近接臓器，
リンパ節輔移では両者間に全く差異を認めないが遠隔部位
えの輔移は腺癌が多い。最後にP．L．の強弱と稗位との関
係は第9表に示すように近接騰瀞，リンパ節及び遠隔臓器
えの榑位はともにP．L。の強いものに多い成績が得られた。
從って轄位が多いほど予後が悪いと仮定するなら，予後の
予定には從來考えられているような癌細胞の分化程度より
今井教授の分類が役立つようであり，赤崎教授1）は子宮癌
についてこれを支持している。
　4）肺癌：肺癌は16例で全癌例の14．7％を占め第2
］）赤崎：Li医新報1529，3147（昭28）．
5谷6号 江畑・小関一最近5年間の悪性腫瘍の統計的研究 363
位である。この中男性11例，女性5例FCある。占居郡位は
右肺7，左肺3，氣轡支分岐部2，肺門zz　J，残り3例は発
生郡位を決定し難かった。肉眼的形態は膵瘤型9，禰慢性
浸潤型3，肋膜内皮腫型2，不明2である。組織学的には多型
細胞癌7，扁平上皮癌2，小円型細胞癌！，腺癌1，Carcinoid
型】，混合・型4，となっている。
　現在肺癌が眞に」曾画しているかについて論議が多い。各
年代における統計は第5表の如く最も古い石橋・鷹津の統
計は第7位で，原田2），田中3）で始めて第5位となり，長
與・久保4）の報告は第3位，花田響）では第4位となりわれ
われの統計では第2位に躍進して）・る。夕卜國ではWillis6）
では第4位，Einfalt7）では第2位で，この回田の状態は
世界的に共池の現象といえるであろう。なおEinfalt，
WeberS），　Leschke等9）の統計によるも1945年頃より急激
に増加を示す成績を得ている。これについてWillisは人
口構成で高年齢暦のpa”加，臨床及び病理学的診断の進歩，
肺痕の薄移についての知識の向上等による見掛けの増加を
あげ，眞に増加しているか否かは明言を遜けている。Ein－
faltはさらに各臓器別の癌の治癒傘の差をあげ，肺癌等手
術の機会の少ない癌は皮膚，子宮，乳腺，直腸癌等治癒率
が良く，從って剖槍の機会の少ない癌に比して百分率で増
加することを述べているaこれ等の見解は確かに一面の眞
理を指摘するものであるが，こオしで総てを説明し難いよう
である。これと関聯して肺癌の発生原因は古來種々論議さ
れている。われわれの例では高度の炭肺及び軽症肺結核を
合併せるもの各1例あるのみで，既存の肺疾患との因果関
係は認められないようである。また近年喫煙との関係が重
要親されているが，われわれはこの関係を詳にすることが
川來なかった。
　5）肝臓癌，胆路癌：肝臓癌7例（6．4％）でこれに胆路
癌を加えると15例（13．7％〉で第3位となる。占居部位は
左葉2，右葉2，左右二葉3，総胆轡3，胆管1，胆轟4で
ある。肉眼的に塊状結鰯型6，浸潤型4，結鮪型1，不明3
である。性別では肝及び胆幹癌は男性のみ，胆亭亭は女性
にのみ見られた（第4表）。石橋等，田中・長興等及び欧一k
の報告にも類似の傾向を認める事は興味深い。また肝臓癌
に肝硬変症を伶なうものは42．0％で田中の報告を除いて
他の報告も相当高率の合併を示している。肝臓胆路癌の20
％に胆石を合併していた。
　6＞曄臓癌＝　8例（7．3％）で全癌の第4位を占める。こ
れは石橋・長與・田中・花田・Einfalt・Willis等のL6～4．1％
より上廻っている。瀬木10）の死因統計によると膵癌の頻度
は英来は目木の6～8倍といわれる。　しかし本：症の誤診率
は極めて高く，Willis・Einfal七・長與等は66～75％をあげ
第9表　P．（浸潤性糟殖）L（リンパ轡内増殖）の強弱と縛移との関係
A）　近接蔀への輔移
「横・劃撒蝿間・蜥酬焔匪頭
P工」。㈹鮮　　　29例
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?
胆璽陣
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肝 縛移率
S　1　27／29＝O．9
1　1　s／ll＝O，7
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撚綱腸閥摸1後腹膜
正⊃61」．〈＋トノ刑…　　　29fil［］
P．L．（＋）（→群】1例
??2 ???? ?1
日輪・…ウ1・碗
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1
朝移傘
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1
49／29　：：：　1．7
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C）　仙臓器への韓血
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PL．　〈一，，群29例旨5
P・…山群・例・
?
腎
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腸
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肺
??
副腎
?
画卵集
? ?
皮膚子宮国議率
? ?30／29＝1．0
5／11＝O，5
2）原田：癌15，229（大】0）．
3）　田rl」　：　癌　28，1　（II召9）．
4）長與・久保：癌28，特別号（ll召g）．
5）花田・村上二北医会誌17，448（昭14＞．
6）　Willis：　Path．　of　Tumours　（1949）．
7）　Einfalt：　Z．　Krebsforsch．　58，　711　（1952）一
8）　Weber：　Z．　Krebsforsch．　58，　364　（1952）．
g）　Leschke：　Zbl．　Path．　88，　62　（1951－52）・
10）興米：　口医新報1492，4033（昭27）．
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ており，われわれの例は75％で死因統計では特にこの点
考慮を要する。占居・部位は頭部4，体部1，尾郡】，不明2
で，組織学的には腺癌7，蹴純癌1である。
　7）子宮癌と乳癌：子宮癌は12例（11％）で全癌の第3
位，女性癌の30％を占め第1位である。年齢的には刀経
閉止期の40代が最高，占屠部位は腔部3，頚轡部1，その
他は手術により不明であった。組織学的に基底細胞癌3，
輩純増及．び絨毛上皮癌各2，扁亭上皮癌，角化日干上皮癌
及び腺癌各1，混合型である。
　乳癌は寵検例では僅かに1例であるが，検査材料例は幽27
例で胃癌についで第2位を占め臨床上かなり多いことが予
想される。乱離材料で取り扱った乳房新生物67例中乳癌
27，i轟状マストパチーユ0，線維腺腫29であり，年齢的関係
は乳癌，マストパチーはほぼ同じ分布をなし40代に多く
両者の密接な関係を予想せしめm，線維腺腫は30代に多
い。組織学的には軍純禰漫性癌9，輩純蜂窩1伏癌3，腺癌3，
その他は前記の型の混合型である。さて子宮癌及び乳癌の
頻度は我國では剖楡統計はもとより瀬木の死因統計からす
るも，子宮癌は乳癌の3～5倍を示し，欧米と全く逆の関係
にある。われわれの資料からすると最近乳瘍が増加しつつ
あるような印象をうける。
　8＞』前立腺癌＝4例で全癌の3．6％，男子癌の5．8％を
占め第4位にある。これは長興・大野・鈴木等の0．4～1．3％
に比較するとかなり高い値である。Einfalt・Willisによる
と前立腺癌は男子癌の4．1～6．3％で，欧米でも最近著しく
増加している。前立腺癌は2P均年齢の最も高い癌であり，
われわれの例が多いのもlri本入の亭均年齢の延長のせいで
あろうか。
　9）大腸癌：剖自証は僅かに2例であるが，細査材料で
は23例の多数を占め，占居部位は幽艶12，結腸S亡状郡
3，下行部2，横行郡2，上行部】，不明2で下郡程多い。
組織像は腺癌20，軍純癌2，扁平上皮癌1で，後者は肛門
部に発生したも’のである。
　10）非上皮性腫瘍：　16例で総剖検数の3．2％，悪性腫：
瘍の1L2％を占め，男性10，女性6で年齢的にほぼ各年代
に平均に分布し，細綱肉腫：1ら5，リンパ肉腫3，円型細胞肉
腫2，プラスマ細胞睡2，その他4である。
　11）白血病及び非白血病：’16例で総剖槍数の3．2％，
悪性腫瘍の、11．2％を占め，男性9，・女性6で，若年者に多
く20オ代以下が68％を占め，骨髄性白血病12で最も多
tr”o
　以上繊蕃別癌腫についてはそれぞれの項で論じた。今日
癌1匝は死因として遜年上昇を示しているが13、，これは結核，
肺炎，下痢腸炎等の死亡減少Iu）による比較的聡加がが主因
である。準均壽命の延長による癌の継対数が如何に増した
かは我國では明かでない。しかし癌腫の臓器別分布は年代
により変化しつつあることは藤かで，從來少ながった肺，
前立腺，膵，乳癌等近年明かに増加を認め，欧米の傾向に
一致するといってよいであろう。
結 論
　最近：5年開の剖検例497例及び病的検査材料
186をi資料に統計的襯察を試み，且つ二二及び二
二の先人の統計と比較検討した結果訳の諸点が注
目される。
　1）悪性腫瘍は剖検数の28．3％を占め，三三は
21．9％にあたり從來の日本の統計に比し高率で最
近の1歌謡の数値に近い。
　2）特に肺癌，前立腺癌，膵癌は從來より増加
し最近の欧米のそれに符合する。
　3）乳疵は割楡例は少ないが検査材料よりすれ
ばかなり多く，その糟加傘は子宮癌に優るものの
如く予想される。この点も子宮癌が減少し乳癌が
激壇してV・るII歌米の傾向と同調するようである。
　4）　胃癌にお・いて今井敏授のC．P．】L．分類と鱒
’移との関係を見るとP．L．の張V・もの程晶晶の数
が多く，予後の判定に対する指針となるものと考
えられる。
（11召禾［129。5．6受付）
11）久留：　日外会誌53，537（昭27）．
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13＞渡辺：　H本刷会誌27，478（昭25）．
14）渡辺：　B本医会誌27，73（昭25），
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Summary
　　　This　report　deals　with　a　statistical　study　of　malignant　tumors　based　on　467　consecutive
autopsy　materials　during　the　recent　five　years　and　on　186　biopsy　materials　of　the　malig－
nant　tu皿ors　at　the　Department　of　Pathology，　Sapporo　University　of　Medicine．　The　data
were　eompared　with　those　in　the　previous　reports　in　Japan　and　other　countries・
　　　　1）　Of　the　497　necropsy　cases，　the　malignant　tumors　were　28．3％　and　the　carcinoma
21d9％・　These　percentages　were　much　higher　than　those　in　the　previous　reports　in　Japan
and　were　apparently　similar　to　those　in　the　recent　reports　in　Europe．
　　　　2）　The　data　also　indicated　a　remarkable　increase　of　cancer　of　the　lung，　prostate，
and　pancreas　in　JaPan，　which　coincides　with　the　recent　tendency　in　other　countries．
　　　　3）In　our　Ilecropsy　materials　the　uterine　cancers　were　observed皿ore　frequently
than　the　breast　cancers，　but　in　the　biopsy　specimens　the　breast　cancers　were　relatively
frequent．　The　relation　between　the　breast　and　the　uterine　cancers　appears　to　be　approxi－
mately　the　same　as　that　in　Europe・
　　　　4）　ln　regards　to　the　relations　between　the　histological　classification　and　the　prognosis
Qf　cancer，　usefulne＄s　of　C．　P．　L．　classification　Clmai）　was　recognized　：　in　the　cases　of　gastric
cancer　the　frequency　of　metastases　among　the　cases　of　P．　and　L　was　higher　than　in　C．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　6，　1954）　．
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